
                              

  

一 

親
切
を
つ
く
し 
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う 

一 

き
ま
り
を
守
り 
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う 

一 

健
康
で
働
き 

豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う 

一 

環
境
を
と
と
の
え 

美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う 

一 

自
然
と
文
化
財
と
を
愛
し 

ゆ
か
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う 

一 

教
養
を
高
め 

文
化
の
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う 

《
発
行
日
》
平
成
十
九
年
三
月
一
日 

会
津
若
松
市
民
憲
章
推
進
委
員
会 

【
事
務
局
】
会
津
若
松
市
環
境
生
活
課
内

福
島
県
会
津
若
松
市
東
栄
町
三
番
四
十
六
号 

 

℡ 

〇
二
四
二
―
三
九
―
一
二
二
一 

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
実
現
し
て
い
く
た
め

に
は
、
わ
た
し
た
ち
市
民
一
人
ひ
と
り
が
市
民
憲
章
の
理

念
を
理
解
し
、
日
常
の
中
で
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
当
委
員
会
で
は
、
随
時
委
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
（
事
務
局 

三
九
―
一
二
二
一
） 

平
成
18
年
11
月
29
日
（
水
）
東
邦
銀
行
会
津
支
店
に

お
い
て
「
小
さ
な
親
切
」
実
行
者
、
花
園
コ
ン
ク
ー
ル
、

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
合
同
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
各
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

各
表
彰
に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

本
市
で
は
、
明
治
戊
辰
百
周
年
祭
を
契
機
に
、
先
人
の

偉
業
を
し
の
び
、
よ
り
良
い
郷
土
を
築
く
た
め
に
平
和
・

創
造
・
繁
栄
の
三
つ
の
誓
い
を
た
て
、
市
民
の
歩
む
べ
き

道
し
る
べ
と
し
て
、
昭
和
四
十
三
年
に
市
民
憲
章
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
理
念
は
右
記
の
六
章
の
『
憲
章
文
』

に
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

昭
和
43
年 

５
月
３
日
制
定 

一一
緒緒
にに
市市
民民
憲憲
章章
をを
実実
践践
しし
まま
しし
ょょ
うう  

市市
民民
憲憲
章章
はは
明明
るる
くく
、、
美美
しし
くく
、、
住住

みみ
よよ
いい
まま
ちち
づづ
くく
りり
がが
基基
本本
でで
すす  

 

会
津
若
松
市
に
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
目
標
と
し
て
、
昭
和
四
十
三
年
に

市
民
憲
章
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
憲
章
文
で
は
、
「
親
切
を
つ

く
し
住
み
よ
い
ま
ち
・
き
ま
り
を
守

り
明
る
い
ま
ち
・
健
康
で
働
き
豊
か

な
ま
ち
・
環
境
を
整
え
美
し
い
ま

ち
・
自
然
と
文
化
財
と
を
愛
し
ゆ
か

し
い
ま
ち
・
教
養
を
高
め
文
化
の
ま

ち
」
を
つ
く
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
、
目

標
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。 

幸
福
な
生
活
の
道
し
る
べ
と
な

る
こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
日
常
生

活
の
中
で
、
市
民
憲
章
を
意
識
し

て
、
自
主
的
に
実
践
す
る
事
が
重
要

で
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
根
本
は
、
そ

こ
に
住
む
人
の
心
に
あ
り
ま
す
。
市

民
憲
章
に
掲
げ
ら
れ
た
素
晴
ら
し

い
目
標
を
胸
に
、
日
常
か
ら
少
し
ず

つ
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

回 覧 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

委
員
会
で
は
過

去
に
最
優
秀
賞
を

三
年
連
続
で
受
賞

し
、
四
年
目
に
最
優

秀
賞
に
値
す
る
と

評
価
さ
れ
た
個
人･

各
種
団
体
を
【
市
民

憲
章
モ
デ
ル
花
壇
】

に
認
定
し
、
花
壇
用

の
プ
レ
ー
ト
を
授
与

し
て
い
ま
す
。 

一
般
の
部 
個
人 

森
山 

美
智
子
（
大
町
） 

 
 

会
津
若
松
市
民
憲
章 

昭
和
四
十
三
年
五
月
三
日
制
定 

 

一
親
切
を
つ
く
し 

住
み
よ
い
町

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う 

一
決
ま
り
を
守
り 

明
る
い
ま
ち

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う 

一
健
康
で
働
き 
豊
か
な
ま
ち
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う 

一
親
切
を
つ
く
し 

住
み
よ
い
町

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う 

一
環
境
を
と
と
の
え 

美
し
い

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う 

一
自
然
と
文
化
財
と
を
愛
し 

ゆ
か
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う 

会津若松市民憲章推進委員会 

敬
称
略 

最
優
秀
賞
以
上 

木
村 
ヤ
イ
子
（
城
西
町
） 

君 

ち
え
子
（
門
田
町
） 

【
モ
デ
ル
花
壇
プ
レ
ー
ト
】 

 

本
年
度
は
一
般
39
件
。
市
内
、
小
・
中
学
校
31
件
。

合
わ
せ
て
70
件
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

【
個 

人
】 

【
団
体･

事
業
所
】 

風
間 

和
孝 

（
石
堂
町
） 

石
田 

淳
子 

（
高
野
町
） 

Spansion Japan 株式会社 慶山一丁目町内会 高瀬新田町内会 

湊
小
学
校 

川
南
小
学
校 

城
西
小
学
校 

東
山
小
学
校 

一
箕
小
学
校 

★★
過過
去去
にに
市市
民民
憲憲
章章
モモ
デデ
ルル
花花
壇壇
にに
認認
定定
ささ
れれ
てて
おお
りり
、、
今今
回回
のの
審審
査査

でで
最最
優優
秀秀
賞賞
にに
値値
すす
るる
とと
評評
価価
ささ
れれ
たた
、、
右右
記記
のの
君君
ささ
んん
、、
木木
村村
ささ

んん
がが
特特
別別
賞賞
とと
しし
てて
表表
彰彰
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。  

一
般
の
部 

【
個
人
】 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
年
度
は
一
般
の
個
人
七
名
、
事
業
所
一
社
、
小

学
校
十
一
校
か
ら
児
童
六
百
二
十
一
名
の
推
薦
が
あ

り
ま
し
た
。
功
績
の
顕
著
な
方
に
つ
い
て
は
、
「
小
さ

な
親
切
」
運
動
福
島
県
本
部
に
推
薦
い
た
し
ま
す
。 

【河東第一小学校】 

４年 古川 千里 

【城西小学校】 

1 年 板橋 真希 

【
優
秀
賞
】 

日
新
小

学
校 

雨
宮 

友
奈 

日
新
小

学
校 

馬
場 

黎
奈 

日
新
小

学
校 

鶴
見 

朋
哉 

大
戸
小

学
校 

遠
藤 

友
翔 

河
東
第
三
小
学
校 

名
嘉 

瑞
穂 

 

【
優
良
賞
】 

謹
教
小

学
校 

皆
川 

皓
紀 

日
新
小

学
校 

深
谷 

真
帆 

湊

小

学

校 

安
齊 

颯
真 

湊

小

学

校 

鈴
木 

飛
龍 

永
和
小

学
校 

髙
清
水 

あ
り
す 

大
戸
小

学
校 

穴
澤 

匠
汰 

小
金
井
小
学
校 

平
野 

健
太
郎 

河
東
第
一
小
学
校 

山
内 

大
夢 

【
優
秀
賞
】 

日
新
小

学
校 

宗
像 

舞 
 

【
優
良
賞
】 

鶴
城
小

学
校 
吉
田 

直
幸 

河
東
第
一
小
学
校 

髙
島 
朱
莉 

日
新
小

学
校 

常
盤
木 
芽
衣 

日
新
小

学
校 

石
井 

萌
子 

 

【日新小学校】 

２年 高橋 澪里 
【一箕中学校】 

３年 小林 亮太 

【
優
秀
賞
】 

河
東
中

学
校 

町
野 

翔 
 

【
優
秀
賞
】 

日
新
小

学
校 

二
瓶 

慧
斗 

日
新
小

学
校 

小
林 

万
里
子 

日
新
小

学
校 

佐
々
木 

美
帆 

日
新
小

学
校 

狩
野 

桃
実 

 

【
優
良
賞
】 

日
新
小

学
校 

森
川 

る
か 

河
東
第
一
小
学
校 

滝
田 

莉
佳
子 

河
東
第
一
小
学
校 

笠
原 

大
輔 

謹
教
小

学
校 

児
山 

結
衣 

絵
日
記
の
部
に
つ
き
ま

し
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
作
品
を
御
覧
い
た

だ
け
ま
す
。 

会
津
若
松
市
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
↓
市
政
ガ
イ
ド
↓
市
の

取
り
組
み
↓
会
津
若
松
市

民
憲
章
↓
表
彰
式
の
情
報 

本
年
度
は
合
計
二
百
十

点
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、

三
十
一
名
の
方
が
入
賞
さ

れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
） 

一
般
の
部
（
個
人
七
名
、
事
業
所
一
社 

敬
称
略
） 

小
千
田 

ち
よ
子
（
花
見
ヶ
丘
） 

武
藤 

守
弘
（
中
央
） 

鈴
木 

岑
子
（
西
栄
町
） 

白
井 

四
郎
（
宮
町
） 

芳
賀 

禮
子
（
八
日
町
） 

二
瓶 

千
代
子
（
大
戸
町
） 

古
寺 

丑
男
（
大
戸
町
） 

会
津
乗
合
自
動
車
株
式
会
社
（
白
虎
町
） 

 
 
 

学
校
の
部
（
十
一
校
、
六
百
二
十
一
名
） 

 

松

長

小

学
校 

一
名 

 

大

戸

小

学
校 

一
名 

 

門

田

小

学
校 

四
名 

 

神

指

小

学
校 

十
名 

 

城

南

小

学
校 

二
十
名 

 

一

箕

小

学
校 

三
十
五
名 

 

鶴

城

小

学
校 

三
十
八
名 

 

城

北

小

学
校 

三
十
八
名 

 

湊

小

学

校 

五
十
九
名 

 

行

仁

小

学
校 

八
十
九
名 

 

小
金
井
小
学
校 

三
百
二
十
六
名 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
の
冬
は
暖
か
い
日
が
長
く

続
き
、
雪
に
関
す
る
重
労
働
が
少

な
く
、
ほ
っ
と
胸
を
撫
で
お
ろ
さ

れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

今
回
は
、
市
民
憲
章
表
彰
式
の

記
事
を
メ
イ
ン
に
、
各
事
業
の
実

施
結
果
に
つ
い
て
、
皆
様
に
ご
報

告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多

く
の
ご
参
加
、
ご
協
力
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

こ
の
広
報
紙
を
多
く
の
方
に

回
覧
し
て
い
た
だ
き
、
会
津
若
松

市
民
憲
章
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
本
市

が
、
市
民
憲
章
に
掲
げ
ら
れ
て
い

る
【
親
切
を
つ
く
し
住
み
よ

い
ま
ち
】
、【
環
境
を
と
と
の

え
美
し
い
ま
ち
】
で
あ
る
よ

う
に
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
市
民
憲
章
を
理
解
し
、
実
践
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

会
津
若
松
市
民
憲
章
推
進
委
員
会 

広
報
委
員
会 

 

（
五
十
音
順
） 

 

委
員
長 

松 

谷 

照 

子 

 

委 

員 

石 

井 

信 

義 

宇 

内 

昭 

子 

 
 
 
 
 

小 

林 

智 

子 

齋 

藤 
 
 

齊 

 
 
 
 
 

高 

橋 

昭 

子 

武 

藤 

栄 

助 

会
津
若
松
市
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
り
、
市
民
の
憩
い
の
場
に

な
っ
て
い
る
鶴
ヶ
城
を
、
ま
ち

の
み
ん
な
で
き
れ
い
に
し
、
市

民
だ
け
で
な
く
、
観
光
で
訪

れ
る
方
々
を
清
々

す
が
す
が

し
い
気
分

で
お
迎
え
し
よ
う
と
い
う
事

業
で
す
。 

本
年
度
は
約
千
三
百
人

会津若松市民憲章推進委員会 平成１８年度の実施事業 

市市
民民
憲憲
章章
花花
壇壇
整整
備備  

クク
リリ
ーー
ンン
鶴鶴
ヶヶ
城城
作作
戦戦  

市
民
憲
章
推
進
委
員
会
で
は
「
環
境
を
と
と

の
え
、
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
の
理

念
を
掲
げ
、
花
づ
く
り
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、

ひ
と
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
毎
年
、
会
津
若
松

駅
前
周
辺
に
花
々
で
彩
ら
れ
た
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ

ト
を
設
置
し
て
い
ま
す
。 

本
年
度
も
、
東
日
本
鉄
道
Ｏ
Ｂ
会
会
津
支

部
の
皆
様
に
、
設
置
、
水
や
り
、
撤
去
に
至
る

作
業
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場

を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

『
花
い
っ
ぱ
い
運
動
』
は
、
花
や
木
を
育
て
て

自
分
た
ち
の
地
域
を
美
し
く
す
る
と
と
も
に
、

花
や
木
を
育
て
慈
し
む
心
を
通
じ
て
、
人
や
自

然
に
対
す
る
「
思
い
や
り
の
心
」
を
育
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

花花
いい
っっ
ぱぱ
いい
運運
動動  

駅
前
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
設
置 

6
月
23
日
設
置
作
業 
11
月
21
日
撤
去
作
業 

委
員
会
で
は
、
市
の
中
央
公

民
館
前
の
花
壇
で
市
の
花
タ
チ

ア
オ
イ
な
ど
を
育
て
て
い
ま
す
。 

例
年
、
七
月
上
旬
が
見
頃
に

な
り
ま
す
の
で
近
く
に
お
出
か

け
の
際
は
御
覧
く
だ
さ
い
。 

環 境 を と と の え 美 し い ま ち を つ く り ま し ょ う 


